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炭
鉱

夫
が

炭
鉱

夫
の

生
活

を
書

く

と
い

う
こ

と
―

山
崎

喜
与

志
作

品
は

い
か

に
読
ま

れ
た
か
―

茶
園

梨
加
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は
じ
め
に

炭
鉱
労
働
者
の
文
学
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼

ら
が
、
自
身
の
炭
鉱
労
働
者
と
し
て
の
生
活
を
書
く
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
―

。
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
一
年

に
活
動
を
行
っ
た
九
州
サ
ー
ク
ル
研
究
会
「
サ
ー
ク
ル
村
」
の
孕
む
今
日

的
問
題
を
考
え
る
と
き
、
「
サ
ー
ク
ル
村
」
（
第
Ⅰ
期
）
と
い
う
運
動
体
を

作
り
得
た
要
因
と
し
て
〈
九
州
〉
が
抱
え
た
近
代
化
の
象
徴
で
あ
る
〈
炭

鉱
〉
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
炭
鉱
労
働
者
の
言
葉
が
〈
文
学
〉
と

し
て
表
現
さ
れ
る
と
き
、
放
出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ア
メ
ー
バ
ー
の
よ

う
に
広
が
り
、
連
帯
の
強
度
を
強
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

本
稿
で
は
自
身
も
炭
鉱
労
働
者
で
あ
っ
た
山
崎
喜
与
志
の
作
品
を
取
り

上
げ
る
。
山
崎
は
、
福
岡
県
遠
賀
郡
水
巻
町
の
日
本
炭
礦
高
松
坑
で
働
き

な
が
ら
、
地
元
の
文
化
サ
ー
ク
ル
誌
や
労
働
組
合
の
サ
ー
ク
ル
誌
に
小
説

や
詩
を
投
稿
し
て
い
た
。
そ
の
後
、「
サ
ー
ク
ル
村
」
や
「
新
日
本
文
学
」

で
も
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
対
象
と
す
る
の
は
、
「
サ
ー

ク
ル
村
」
以
前
の
一
九
五
八
年
ま
で
の
執
筆
活
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
サ

ー
ク
ル
村
」
と
関
わ
る
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
、
労
働
者
作
家
で
あ
る
彼

の
作
品
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
の
か
を
追
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
彼

は
、
例
え
ば
「
月
刊
炭
労
」
の
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
入
選
や
佳
作
に
選

ば
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
評
価
の
さ
れ
方
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
一
つ
の
方
法

で
あ
る
。
ま
た
、
掲
載
雑
誌
で
は
し
ば
し
ば
労
働
者
文
学
に
つ
い
て
論
じ

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
議
論
の
傾
向
と
、
山
崎
作
品
の
評
価
と
の
関
係
性
を

示
す
こ
と
で
、
一
九
五
〇
年
代
に
炭
鉱
労
働
者
の
文
学
が
抱
え
た
問
題
に

せ
ま
っ
て
み
た
い
。

一
書
誌

山
崎
は
日
炭
高
松
労
働
組
合
の
文
化
サ
ー
ク
ル
誌
「
地
下
戦
線
」
「
炭

砿
長
屋
」
「
月
刊
た
か
ま
つ
」
「
文
芸
誌
た
か
ま
つ
」
の
他
、
水
巻
文
学
サ

ー
ク
ル
が
発
行
し
た
「
蟻
塚
」
や
、「
月
刊
炭
労
」
、「
サ
ー
ク
ル
村
」
、「
新

日
本
文
学
」
に
作
品
を
発
表
し
た
。
今
回
調
査
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た

(1)

書
誌
を
次
に
掲
載
す
る
。
(
＊
)は
論
者
の
注
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ル
に
つ

(2)

い
て
は
、
作
品
名
の
前
に
表
記
し
た
。
特
に
記
述
が
無
い
も
の
は
小
説
で

あ
る
。
ま
た
、
筆
名
は
「
山
﨑
喜
与
志
」「
山
崎
喜
與
志
」「
山
崎

与
志
」

「
西
浦
公
志
郎
」
も
用
い
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
山
崎
喜
与
志
」
以
外
の

筆
名
で
発
表
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
、
作
品
名
に
次
い
で
注
記
し

た
。
但
し
、
目
次
と
本
文
で
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
本
文
の
記
述
に
拠
っ

た
。
各
項
目
の
最
後
に
掲
載
頁
数
を
表
記
し
て
い
る
。
一
九
五
三
年
の
「
幸

福
」
は
、
上
野
英
信
が
「
一
九
五
三
年
の
春
の
こ
と
」
（
「
書
評

山
崎
喜
与



志
小
説
集
『
炭
坑
夫
』
「
労
働
者
が
労
働
者
の
生
活
を
書
く
」
と
い
う
こ
と
」
、
「
新
日
本

文
学
」
一
九
七
五
年
三
月
）
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
を
参
考
に
し
た
が
、
掲

載
雑
誌
や
発
行
月
な
ど
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、「
未
詳
」
と
し
た
。

ま
た
、
連
載
作
品
「
い
の
ち
」
の
回
数
に
つ
い
て
は
、
各
々
の
初
出
本
文

の
記
述
に
拠
っ
た
。
一
九
五
六
年
十
二
月
「
月
刊
た
か
ま
つ
」
第
二
号
掲

載
の
「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
は
「
（
そ
の
六
）
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
お
そ

ら
く
「
（
そ
の
五
）
」
の
誤
り
だ
ろ
う
。
一
九
七
四
年
刊
行
の
『
炭
坑
夫
』

に
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
該
当
箇
所
は
五
章
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
を
照

ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
そ
の
他
の
部
分
で
は
、
章
番
号
と
連
載
回
数
が

同
じ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
（
そ
の
五
）
」
の
誤
り
で
あ
る
だ
ろ
う
と
推
測

で
き
る
。
今
回
は
手
に
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
九
五
七
年
一

月
に
発
行
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
第
三
号
に
「
（
そ
の
六
）
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

一
九
五
三

(
昭

和
二

十
八

)年

未
詳

「
幸
福
」

五
月
「
地
下
戦
線
」
第
一
号
「
短
編
小
説
集
『
小
さ
な
家
の
窓
』

こ
ん

と

よ
り
二
篇
（
そ
の
一
）
女
（
そ
の
二
）

蚤
」
(
＊
西
浦
公
志
郎
)
(
三
十
八
―
四
十

七
頁
)

七
月

〃
第
二
号
「
煙
草
」
(
＊
西
浦
公
志
郎
)
(
二
十
八
―

三
十
三
頁
)

十
二
月

〃
第
四
号
（
＊
詩
）「
世
紀
の
花
束
」
(
＊
西
浦
公

志
郎
)
(
八
頁
)

（
＊
詩
）「
硬
山
」 （
＊
山
崎
喜
與
志
）
(
七

十
―
七
十
二
頁
)

一
九
五
四

（
昭
和
二

十
九
）
年

三
月
「
地
下
戦
線
」
第
五
号
「
地
底
」
（
＊
西
浦
公
志
郎
）
（
十
―
十
九

頁
）

「
政
吉
爺
さ
ん
の
死
」
（
五
十
二
―
五

十
五
頁
）

四
月
「
蟻
塚
」

第
六
集
（
＊
詩
）「
硬
山
」
（
四
十
一
―
四
十
二
頁
）

一
九
五
六

（
昭
和
三

十
一
）
年

一
月
「
月
刊
炭
労
」
第
六
十
八
号
「
昇
坑
」
（
二
―
三
十
一
頁
）

二
月
「
炭
砿
長
屋
」
第
二
号
（
＊
エ
ッ
セ
イ
）「
私
の
願
い
」
（
二
―

三
頁
）

三
月

〃
第
三
号
「
い
の
ち
（
一
）」
(
二
十
五
―
二
十
八

頁
)

四
月

〃
第
四
号
「
い
の
ち
（
二
）」 （
＊
山
﨑
喜
与
志
）
(
三

十
四
―
三
十
七
頁
)

「
蟻
塚
」

第
七
集
（
＊
エ
ッ
セ
イ
）「
人
間
の
歩
み
」
（
八

―
九
頁
）

五
月
「
炭
砿
長
屋
」
第
五
号
「
い
の
ち
」
（
＊
山
﨑
喜
与
志
）
（
三

（三）

十
四
―
三
十
六
頁
）

十
一
月
「
月
刊
た
か
ま
つ
」
第
一
号
「
名
づ
け
―
い
の
ち
第
四
部
―
」 （
二

十
六
―
三
十
頁
）

十
二
月

〃
第
二
号
「
い
の
ち
（
六
）」
（
＊
山
﨑
喜
与
志
）（
二

十
六
―
三
十
頁
）



一
九
五
七

（
昭

和
三
十

二
）
年

一
月
「
月
刊
炭
労
」
第
八
十
号
「
炭
鉱
に
埋
も
れ
た
人
々
」
（
二
十

―
四
十
三
頁
）

二
月
「
月
刊
た
か
ま
つ
」
第
四
号
「
い
の
ち
（
其
の
七
）」
（
＊
山
﨑

喜
与
志
）
（
二
十
七
―
三
十
三
頁
）

三
月

〃
第
五
号
「
い
の
ち
（
其
の
八
）」 （
＊
山
﨑
喜
与
志
）

（
二
十
一
―
二
十
五
頁
）

五
月

〃
第
六
号
（
四
・
五
月
合
併
号
）「
い
の
ち
（
其
の

九
）」
（
＊
山
﨑

与
志
）
（
二
十
六
―
三

十
二
頁
）

六
月

〃
第
七
号
「
い
の
ち
（
其
の
十
）」 （
＊
山
﨑
喜
与
志
）

（
二
十
七
―
三
十
一
頁
）

「
蟻
塚
」

第
八
集
「
汝
に
栄
光
あ
れ
」
（
＊
山
﨑
喜
与
志
）

（
三
十
九
―
四
十
九
頁
）

八
月
「
月
刊
た
か
ま
つ
」
第
八
号
（
七
・
八
月
合
併
号
）

「
い
の
ち
（
其
の
十
一
）」
（
＊
山
﨑
喜
与

志
）
（
二
―
七
頁
）

十
二
月
「
文
芸
誌
た
か
ま
つ
」
第
十
号
「
国
上
さ
ん
の
霊
に
捧
げ
る
」

（
＊
山
﨑
喜
与
志
）
（
二
―
三
頁
）

「
い
の
ち
（
第
十
三
回
）」
（
＊
山
﨑
喜
与

志
）
（
三
十
六
―
四
十
一
頁
）

一
九
五
八

（
昭
和

三
十

三
）
年

一
月
「
月
刊
炭
労
」
第
九
十
一
号
「
暗
い
部
屋
」
（
二
四
九
―
二
七

五
頁
）

三
月
「
文
芸
誌
た
か
ま
つ
」
第
十
一
号
「
い
の
ち
（
第
十
四
回
）」 （
三

十
六
―
三
十
九
頁
）

十
一
月
「
サ
ー
ク
ル
村
」
第
一
巻
三
号
「
小
さ
な
場
所
」
(
四
十
二
―

四
十
八
頁
)

一
九
五
九

（
昭
和

三
十

四
）
年

六
月
「
サ
ー
ク
ル
村
」
第
二
巻
六
号
「
身
売
り
―
暮
し
の
窓
よ
り
」

（
三
十
一
―
三
十
六
頁
）

十
月

〃
第
二
巻
十
号
（
＊
エ
ッ
セ
イ
）「
臨
海
学
校
か

ら
」
（
三
十
五
―
三
十
七
・
三
十
二
頁
）

十
一
月

〃
第
二
巻
十
一
号
「
つ
ぎ
目
」
(
三
十
二
―
三
十

九
頁
)

一
九
六
一

（
昭

和
三
十

六
）
年

七
月
「
サ
ー
ク
ル
村
」
第
四
巻
五
号
「
不
安
」
（
二
十
八
―
四
十
頁
）

一
九
七
四

（
昭
和

四
十
九

）
年

十
二
月
（
＊
小
説
集
）『
炭
坑
夫
』
（
新
日
文
双
書
９
、
土
曜
美
術
社
）

(3)

一
九
七
五

（
昭
和

五
十

）
年

十
月
「
新
日
本
文
学
」
第
三
三
八
号
「
闇
」
(
三
十
四
―
三
十
九
頁
)

一
九
七
九

（
昭

和
五
十

四
）
年

六
月
「
新
日
本
文
学
」
第
三
八
二
号
「
嵐
」
(
三
十
四
―
四
十
七
頁
)

一
九
八
三

（
昭
和
五

十
八
）
年

一
月
「
新
日
本
文
学
」
第
四
二
五
号
「
老
」
(
八
―
三
十
一
頁
)」

彼
が
発
表
し
た
作
品
は
、
昭
和
初
期
の
炭
鉱
労
働
者
の
生
活
、
炭
鉱
長

屋
の
様
子
を
描
い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
一
九
七



九
年
、
八
三
年
に
「
新
日
本
文
学
」
に
発
表
し
た
「
嵐
「
老
」
は
、
か

」

つ
て
の
炭
鉱
の
回
想
も
交
え
な
が
ら
も
、
主
に
閉
山
後
の
様
子
が
元
炭
鉱

労
働
者
の
視
点
か
ら
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

二
山
崎
喜
与
志
と
上
野
英
信

西
之
浦
さ
ん
の
作
品
を
よ
ん
だ
人
は
、
そ
の
人
が
専
門
の
作
家
で

（
マ

マ
）

あ
ろ
う
と
ま
っ
た
く
の
素
人
で
あ
ろ
う
と
、
必
ず
一
様
に
「
実
に
お

さ
な
く
た
ど
た
ど
し
い
」
と
云
い
「
だ
が
実
に
生
き
生
き
と
描
か

、

れ
て
い
る
」
と
云
う

見
せ
か
け
だ
け
は
確
か
だ
が
、
そ
の

。
（
中
略
）

実
は
重
く
疲
れ
き
っ
た
棒
く
い
を
、
た
ゞ
習
慣
的
に
動
か
せ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
大
人
た
ち
の
空
虚
な
脚
ど
り
に
く
ら
べ
て
、
西
之
浦
さ

ん
の
、
そ
の
小
児
の
よ
う
な
脚
ど
り
の
、
な
ん
と
力
と
美
と
生
命
に

あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
か
。
彼
の
作
品
の
一
番
大
き
な
魅
力
が
こ
こ
に

。
、

あ
る

私
は
心
か
ら
彼
の
文
学
が
一
日
も
は
や
く
成
長
し
て

（
）

中
略

彼
の
「
小
さ
な
窓
」
か
ら
雄
々
し
く
社
会
の
荒
浪
の
な
か
に
飛
び

、

こ
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
然
し
そ
れ
以
上
に
、
そ
の
日
ま

で
、
も
っ
と
も
っ
と
沢
山
「
小
さ
な
窓
」
の
中
で
、
よ
り
す
ぐ
れ

、
、

、

た
作
品
を
書
き
つ
づ
け
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
必

ず
や
働
く
者
の
文
学
が
到
達
し
う
る
或
る
一
つ
の
、
最
も
す
ぐ
れ
た

。
、

里
程
標
た
り
得
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
い

真
の
意
味
に
於
て
の

―

（
う
え
の
・
ひ
で
の
ぶ
「
西

働
く
者
の
「
ホ
ー
ム
・
ド
ラ
マ
」
と
し
て
。

之
浦
さ
ん
の
文
学
に
つ
い
て

「
地
下
戦
線
」
第
一
号
、
一
九
五
三
年
五
月
、
傍

」
、

点
原
文
）

同
じ
く
日
炭
高
松
で
働
き
、
当
初
労
働
組
合
内
の
文
学
サ
ー
ク
ル
で
中

心
と
な
っ
て
編
集
や
執
筆
を
行
っ
た
上
野
英
信
は
山
崎
の
文
章
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
後
に
『
炭
坑
夫
』
の
書
評
「
労
働
者
が
労

、
「

働
者
の
生
活
を
書
く
」
と
い
う
こ
と

の
中
で
、
上
野
は
山
崎
と

」
（
前
掲
）

の
出
会
い
を
語
っ
て
い
る

一
九
五
三
年
の
春
に
上
野
は
山
崎
の
幸

。「
」

「

福
」
と
い
う
掌
編
を
「
労
働
組
合
の
機
関
紙
」
で
目
に
す
る
「
ほ
う
、

。

こ
の
炭
鉱
に
も
こ
ん
な
美
し
い
作
品
の
書
け
る
人
が
い
た
の
か
」
と
「
目

の
覚
め
る
よ
う
な
思
い
」
を
し
た
上
野
は
、
そ
の
こ
ろ
彼
が
結
成
し
て
い

た
「
筑
豊
炭
坑
労
働
者
文
芸
工
作
集
団
」
の
サ
ー
ク
ル
誌
「
地
下
戦
線
」

の
創
刊
号
に
寄
稿
を
依
頼
し
た
。
そ
こ
で
先
の
書
誌
で
挙
げ
た
よ
う
に

「
女
「
蚤
」
を
発
表
す
る
。
そ
の
後
上
野
が
携
わ
っ
た
「
地
下
戦
線
」

」「
」

。
か
ら
サ
ー
ク
ル
村
に
至
る
ま
で
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

で
は
な
ぜ
「
地
下
戦
線
」
創
刊
号
で
上
野
に
よ
っ
て
「
お
さ
な
く
た

、

ど
た
ど
し
い
」
が
「
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
る
作
品

が
、
こ
こ
で
は
必
要
と
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
評
価
を
成
り
立
た
せ
た
雑
誌

の
意
図
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
創
刊
号
の

「
編
集
後
記
」
の
中
で
編
集
部
は
「
原
稿
を
書
か
れ
る
方
へ
。
ど
う
か

、

固
く
な
ら
な
い
で
、
小
学
生
が
綴
方
を
書
く
よ
う
な
気
持
ち
で
、
思
っ
た

ま
ま
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
関
誌
は
、
ヤ
マ
の
綴
方
教
室
な
の
で

す
か
ら
。
う
ま
い
文
章
を
つ
く
ろ
う
な
ん
て
ゆ
め
に
も
考
え
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
必
要
な
の
は
小
説
を
書
く
こ
と
の
技

。

術
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
労
働
者
が
自
分
の
言
葉
で
、
文
章
を
書
く
こ

と
、
そ
れ
自
体
に
あ
っ
た
。
山
崎
の
作
品
は
、
そ
こ
で
い
わ
ば
「
手
本
」

の
よ
う
な
役
目
を
果
た
す
。
自
分
と
同
じ
労
働
者
が
、
彼
ら
自
身
に
と
っ



て
は
決
し
て
変
わ
り
映
え
の
し
な
い
炭
鉱
の
生
活
を
書
き
、
そ
の
物
語
が

炭
鉱
生
活
を
営
む
人
々
に
よ
っ
て
共
感
を
も
っ
て
受
け
い
れ
ら
れ
る
。
そ

の
一
つ
の
好
例
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
創
刊
号
掲
載
の
作
品
「
蚤
。
炭
鉱
労
働
者
が
妻
子
と
川
の
字

」

に
な
っ
て
眠
ろ
う
と
す
る
の
だ
が
、
無
数
の
蚤
が
自
分
た
ち
の
周
り
を
這

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
な
か
な
か
眠
れ
ず
、
つ
い
に
は
全
部
殺
し
て

し
ま
お
う
と
思
い
つ
き
、
夜
が
明
け
る
ま
で
蚤
を
殺
し
続
け
る
。

彼
は
、
ふ
と
、
遠
い
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
れ
は
も
う
薄

ら
い
だ
記
憶
で
あ
る
が
、
懐
か
し
さ
が
し
み
じ
み
湧
き
出
て
来
る
。

そ
し
て
彼
の
一
生
消
え
な
い
で
あ
ろ
う
記
憶
で
あ
っ
た
。
／
…
…
彼

は
夜
中
に
目
を
さ
ま
し
た
。
す
る
と
、
彼
の
目
の
ま
え
で
、
彼
の
父

が
坐
っ
て
、
彼
の
頭
の
あ
た
り
の
敷
布
団
と
畳
の
境
を
じ
っ
と
見
つ

め
て
い
た
。
そ
の
時
彼
は
、
父
に
何
を
し
て
い
る
の
か
を
質
ね
た

（
マ

マ
）

の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
に
は
記
憶
が
な
か
っ
た
。
た
だ
父
親
が
云
っ
た

こ
と
だ
け
は
よ
く
覚
え
て
い
る

「
武
雄
こ
う
や
っ
て
座
っ
て
お

―

る
と
の
、
蚤
の
這
う
て
来
る
の
が
、
よ
う
わ
か
る
わ
い

／
」
（
中
略
）

彼
は
あ
の
時
の
父
の
姿
を
思
い
出
す
と
、
父
も
こ
う
や
っ
て
蚤
に
攻

め
ら
れ
、
蚤
を
と
り
な
が
ら
、
真
暗
い
地
下
で
石
炭
を
掘
っ
て
は
、

子
を
産
み
、
子
を
育
て
、
そ
し
て
誰
の
記
憶
に
も
残
ら
な
い
よ
う
な

貧
弱
な
生
涯
を
終
っ
た
こ
と
を
、
わ
び
し
く
思
っ
た
。
同
時
に
、
彼

自
身
も
、
近
ご
ろ
の
世
相
と
食
糧
危
機
に
お
び
え
な
が
ら
、
な
ん
ら

の
希
望
も
な
く
、
夏
が
来
れ
ば
蚤
に
攻
め
ら
れ
、
冬
が
来
れ
ば
寒
さ

に
ふ
る
え
な
が
ら
、
石
炭
を
掘
ら
さ
れ
、
子
を
生
み
、
子
を
育
て
、

時
が
来
れ
ば
、
泡
の
よ
う
に
消
え
て
行
く
、
は
か
な
い
運
命
を
思
い

見
た
。
華
や
か
な
人
間
社
会
の
日
の
目
も
み
な
い
で
、
殺
さ
れ
て
行

（
地
下
戦
線
」
第
一
号
）

く
蚤
の
よ
う
な
…
…
。
「

主
人
公
は
、
か
つ
て
父
も
同
じ
よ
う
に
蚤
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
い
る
。
彼
ら
炭
鉱
労
働
者
た
ち
を
悩
ま
す
蚤
は
昔
も
今
も
変
わ

ら
な
い
。
疲
労
困
憊
の
身
体
に
、
明
日
も
同
じ
労
働
が
待
っ
て
い
る
。
少

し
で
も
長
く
、
深
く
睡
眠
を
と
っ
て
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

焦
り
か
ら
、
更
に
睡
魔
が
遠
の
く
。
相
変
わ
ら
ず
彼
ら
の
労
働
状
況
が

改

善
さ
れ
な
い
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
そ
し
て
自
身
の
、
蚤
の
よ
う
な
「
は

か
な
い
運
命
」
を
嘆
く
。
か
つ
て
の
炭
鉱
労
働
者
た
ち
も
、
ま
し
て
や
自

分
の
仲
間
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
、
炭
鉱
労
働
者
と
し
て
の
は
か
な
い
命
を

生
き
て
い
る
。

一
方
、
同
号
に
載
っ
た
「
女
」
は
、
炭
鉱
労
働
者
を
夫
に
持
つ
、
三

( )4

人
の
子
ど
も
の
母
親
が
主
人
公
で
あ
る
「
毎
日
労
働
で
ぐ
っ
た
り
疲
れ

。

て
帰
る
夫
」
と
「
一
日
中
を
コ
マ
の
よ
う
に
」
家
事
に
追
わ
れ
て
働
く
妻

は
、
休
養
を
兼
ね
て
「
隣
町
の
お
宮
の
祭
」
に
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
行

く
計
画
を
立
て
る
。
そ
の
た
め
に
妻
は
長
女
に
「
可
愛
い
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
を
買
っ
て
」
や
る
。
し
か
し
、
当
日
の
朝
、
今
日
の
た
め
に
買
っ
た
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
見
当
た
ら
な
い
。
妻
は
短
気
な
夫
か
ら
怒
鳴
ら
れ
な
が

ら
必
死
に
部
屋
中
を
探
し
回
る
「
た
だ
、
神
経
質
な
夫
に
品
物
を
見
せ

。

て
安
心
さ
せ
て
や
り
、
自
分
も
安
心
し
た
か
っ
た
。
彼
女
は
、
意
地
か
ら

で
も
さ
が
し
出
さ
な
き
ゃ
と
思
っ
た
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
っ
た

三
、

。
」
。「

ヶ
月
も
四
ヶ
月
も
前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
今
日
一
日
が
、
こ
ん
な
こ



と
で
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
思
う
と
、
涙
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
出
て
来

た
。
そ
の
時
「
何
気
な
く
、
行
李
の
横
に
つ
ん
で
あ
る
お
客
用
の
布
団

」
、

に
手
を
か
け
」
る
と
下
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
見
つ
か
る
。
そ
の
翌
日

か
ら
、
ま
た
彼
女
は
「
わ
ず
ら
わ
し
い
家
庭
の
雑
事
」
に
追
わ
れ
る
日
々

を
す
ご
し
た
「
そ
う
し
て
、
一
寸
し
た
こ
と
で
も
、
子
供
の
世
話
を
や

。

い
て
い
る
う
ち
に
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
お
き
忘
れ
た
り
す
る
こ
と
は

以
前
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
炭
鉱
長
屋
に
暮
す
炭
鉱
労
働
者
の
妻
が
い

」

か
に
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
か
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
か
れ

て
い
る
。
物
語
の
中
心
は
部
屋
中
を
探
し
回
る
妻
の
姿
で
あ
る
。
雑
誌
を

。「
」

手
に
取
る
読
者
は
何
も
炭
鉱
労
働
者
た
ち
だ
け
で
は
な
い

編
集
後
記

「
。

、
で
女
の
人
の
参
加
が
少
い
の
が
残
念
で
す
ひ
ま
も
な
い
で
し
よ
う
が

そ
れ
だ
け
に
よ
り
切
実
な
生
活
の
う
っ
た
え
を
こ
の
紙
上
に
吐
露
し
て
下

、
、

さ
い

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
炭
鉱
労
働
者
を
夫
に
も
つ
妻
た

」
（
傍
点
原
文
）

ち
も
ま
た
、
機
関
誌
を
読
ん
で
お
り
、
彼
女
た
ち
も
想
定
さ
れ
た
読
者
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
女
た
ち
が
自
分
の
生
活
を
書
く
こ
と
も
ま
た
求

め
ら
れ
て
い
た
「
女
」
を
一
つ
の
例
と
し
て
、
女
た
ち
も
共
感
で
き
る

。

機
関
誌
作
り
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

三
地
域
発
展
の
た
め
の
文
芸
誌
「
蟻
塚
」

で
は
上
野
の
他
に
、
山
崎
の
作
品
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
「
月
光

が
「
蟻
塚
」
第
五
集

の
。

」
（
未
掲
載
）

（
一
九
五
三
年
十
二
月
）

（
第
五
席
の
次

（
蟻
塚
」
第

第
四
回
文
化
祭
特
輯
号
で
佳
作

、
詩
「
硬
山

）
「
」

「
」

、
六
集
）
が
蟻
塚
の
第
五
回
文
化
祭
の
懸
賞
文
藝
作
品
に
入
選
第
三
等

「
昇
坑

が
三
十
年
度
「
月
刊
炭
労
」
文
芸
コ

」
（
月
刊
炭
労
」
第
六
十
八
号
）

「

（
月
刊
炭
労
」
第
八
十

ン
ク
ー
ル
入
選
第
一
席
「
炭
鉱
に
埋
も
れ
た
人
々

、
」
「

号
）

（
月

が
三
十
一
年
度
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
第
二
席
「
暗
い
部
屋

、
」
「

が
三
十
二
年
度
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作
と
い
う
成

刊
炭
労
」
第
九
十
一
号
）。

、
績
を
お
さ
め
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
選
評
を
受
け
て
い
る
か

一
つ
ず
つ
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
「
蟻
塚
」
第
六
集
で
掲
載
さ
れ
た
詩
「
硬
山
」
は
第
三
等
で
、
選

「
。

。
評
を
行
っ
た
白
石
禎
輔
は
そ
の
生
活
的
な
点
に
ひ
か
れ
た
少
し
冗
長

も
つ
と
飛
躍
が
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た

と
述
べ
て
い

。
」
（
蟻
塚
」
第
六
集
）

「

。
、

。
る
内
容
に
興
味
を
持
た
せ
る
が
技
術
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
の
だ

そ
の
前
号
の
第
五
集
で
創
作
「
月
光
」
に
つ
い
て
岩
下
俊
作
が
選
評
を
お

こ
な
っ
て
い
る
が
、
彼
は
寄
せ
ら
れ
た
十
二
編
す
べ
て
の
創
作
を
読
ん
で

不
思
議
な
気
が
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
理
由
は
「
文
章
も
よ
く
書
け
て

、

小
説
ら
し
い
構
成
を
も
つ
て
ゐ
る
作
品
に
は
感
銘
が
薄
く
、
文
章
も
稚
拙

で
小
説
と
し
て
ま
と
ま
り
の
悪
い
、
所
謂
下
手
な
作
品
に
強
い
感
動
を
受

（
、

け
た
か
ら
で
あ
っ
た
そ
の
前
者
に
当
た
る
の
が
嫉
妬

」
。

「
」
細
川
修
治

）
、

（
、

）
、

（
、

第
五
席

高
松
太
郎
第
四
席

国
上
雅
弘

「
」

「
」

若
い
子
爵

文
学
病
患
者

第
二
席

（
水
町
修
次
、
佳
作

（
吉
原
和
敏
、
第
一
席
）

）
）

、
」

、
」

「
指
き
り

「
航
跡

加
納
勝
義
佳
作

立
で
後
者
が
月
光

空
の
彼
方

幸
不
幸

、
「

」
、
「

」
、「

」
（

、
）

（

「
兄
の
墓

と
し
て
い
る
「
下
手
な
作

石
炭
輝
、
佳
作

（
鵄
珂
進
、
佳
作
）

）、
」

。

品
に
強
い
感
動
を
受
け
た
」
と
言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
―

五
席
が
分
類
さ
れ
る
前
者
を
よ
り
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

岩
下
は
「
私
の
今
の
気
持
か
ら
す
る
と
、
小
説
ず
れ
し
な
い
下
手
で
は
あ

る
が
感
動
の
こ
も
つ
た
作
品
が
好
き
だ
が
、
一
応
小
説
の
水
準
か
ら
云
へ



ば
前
者
に
点
を
与
へ
ね
ば
な
る
ま
い
」
と
付
け
加
え
て
い
る
「
一
応
小

。

説
の
水
準
か
ら
」
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
い
わ
ば
義
務
的
な
心

境
で
選
評
を
行
う
岩
下
の
立
場
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
少
な
く
と
も

蟻
。

、「

塚
」
誌
面
上
で
評
価
し
読
者
の
期
待
に
耐
え
う
る
作
品
を
選
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
、
岩
下
個
人
の
好
き
嫌
い
の
レ
ベ
ル
で
作
品
を
見
た
場

、
。

、
合
そ
こ
に
は
一
種
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
る
で
は
そ
も
そ
も

「
蟻
塚
」
は
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
創
刊
さ
れ
た
機
関
誌
だ
っ
た
か
。

「
水
巻
町
長
水
巻
町
公
民
館
長
、
大
貝
五
十
三
は
「
創
刊
を
祝
し
て
」

」

の
中
で
、
終
戦
六
年
目
に
な
っ
て

（
蟻
塚
」
第
一
集
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
）

「

「
い
よ
い
よ
軌
道
に
乗
つ
た
建
設
の
槌
音
が
谺
し
て
い
る
が
、
一
方
で

」

「
我
々
の
窓
か
ら
遠
か
ら
ぬ
北
方
の
空
に
ひ
し
め
く
暗
雲
が
、
再
び
平
和

と
自
由
と
を
脅
か
す
も
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
」
が
あ
る
。
こ
の
情
勢

の
中
で
「
近
年
著
し
く
発
展
し
つ
ゝ
あ
る
我
が
水
巻
町
」
か
ら
「
平
和
と

自
由
と
真
理
と
の
旗
を
掲
げ
、
文
化
水
巻
の
先
駆
者
と
し
て
、
水
巻
文
学

サ
ー
ク
ル
が
、
機
関
誌
「
蟻
塚
」
を
創
刊
す
る
こ
と
を
「
心
か
ら
祝
し

」

て
」
い
る
。
終
戦
後
文
化
国
家
建
設
が
唱
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
「
文
化
」

こ
そ
「
一
国
の
発
展
を
、
只
そ
の
武
力
や
富
の
力
の
み
に
頼
る
こ
と
の

、

愚
か
し
さ
」
を
救
う
「
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
水
巻
町
の
功
績
と
努
力

」

を
「
本
誌
に
期
待
し
て
い
る

「
北
方
の
空
に
ひ
し
め
く
暗
雲
」
と
は
、

」
。

一
九
五
〇

年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

（
昭
和
二
十
五
）

。
、

れ
に
と
も
な
い
石
炭
需
要
が
増
加
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
ま
た

水
巻
町
制
施
行
十
週
年
記
念
に
文
藝
作
品
を
募
集
し
た
こ
と
が
編

「
」

「
（

マ
マ

）

集
後
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
機
関
誌
の
意
図
と
は
、

「
こ
の
一
冊
か
ら
水
巻
町
の
発
展
策
が
生
れ
、
イ
ン
テ
リ
ゼ
ン
ス
が
育
ち

音
楽
や
絵
画
が
論
ぜ
ら
れ
」
る
こ
と
で
あ
り
「
こ
う
し
た
意
味
で
近
く

、

誕
生
す
る
音
楽
サ
ー
ク
ル
や
絵
画
、
映
画
サ
ー
ク
ル
の
人
達
」
か
ら
も
意

見
が
積
極
的
に
出
る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
こ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
「
地
下
戦
線
」
に
あ
る
よ
う
な
、
炭
鉱
労
働
者
た
ち
が
書
く
「
生
き
生

き
と
」
し
た
作
品
で
は
な
い
。
町
民
が
「
文
化
的
な
水
巻
町
」
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
、
よ
り
技
術
的
な
文
芸
作
品
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
三
集
に
特
集

が
組
ま
れ
た
第
三
回
文
化
祭
懸
賞
文
藝
当
選
作
品
選
評
に
於
い
て
劉
寒
吉

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
は
ば
九
州
の
小
さ
な
町
に
す
ぎ
な
い
水
巻
町
が
、
全
國
で
も
例

の
す
く
な
い

小
説
公
募
と
い

（
あ
る
ひ
は
類
例
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
）

ふ
文
化
事
業
を
毎
年
く
り
か
へ
し
行
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
、
私
は
深
い

敬
意
を
表
す
る
。
こ
こ
で
は
も
は
や
作
品
の
優
劣
な
ど
大
き
な
問
題

で
は
な
い
。
駄
作
よ
り
も
傑
作
が
欲
し
い
こ
と
は
選
者
と
し
て
は
も

ち
ろ
ん
の
希
望
だ
が
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
、
こ
の
や
う
な
募
集
を
通

じ
て
、
町
の
ひ
と
の
文
化
度
が
き
つ
と
め
ざ
ま
し
い
向
上
の
道
を
た

ど
り
、
町
の
ひ
と
の
心
が
美
し
く
う
る
ほ
つ
て
く
る
に
ち
が
ひ
な
い

と
い
ふ
樂
し
い
期
待
の
は
う
が
大
き
い
。
／
水
巻
町
は
、
一
度
高
松

礦
を
あ
は
た
だ
し
く
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
、
く
は
し
い
こ
と

は
な
に
も
知
ら
な
い
が
、
こ
の
毎
日
の
小
説
公
募
が
行
は
れ
る
と
い

ふ
一
事
だ
け
で
、
こ
の
町
の
明
る
い
美
し
さ
が
私
に
は
想
像
で
き
る蟻

や
う
で
あ
る
き
つ
と
い
い
町
で
あ
る
に
ち
が
ひ
な
い
と
思
ふ

。
。 （
「

塚
」
第
三
集
、
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
）



劉
は
こ
の
時
の
選
評
で
、
第
一
、
二
席
に
該
当
す
る
作
品
は
な
か
っ
た

と
、
手
厳
し
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
第
三
席
に
選
ば
れ
た

小
手
川
良
德
の
「
母
と
Ｋ
子
と
の
間
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
「
と
り

た
て
て
論
じ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
が
、
軽
快
な
手
法
と
独
特
な
文
章

（
と
劉
は
書
い
て
い
る
が
掲

が
効
果
的
」
だ
と
述
べ
る
。
同
じ
く
「
第
三
席
」

の
糸
山
登
志
雄
「
二
つ
の
縁
談
」
に

載
頁
に
は
「
佳
作
」
と
付
さ
れ
て
い
る
）

つ
い
て
は
「
若
い
ひ
と
の
精
神
の
一
つ
の
在
り
方
を
示
し
て
ゐ
て
、
そ
の

意
味
で
は
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」
と
し
な
が
ら
も
「
小
説
と
し

、

て
は
、
思
索
の
方
法
、
構
成
、
文
章
な
ど
」
に
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
い

う
。
内
容
は
面
白
み
に
欠
け
る
が
手
法
が
効
果
的
な
作
品
と
、
内
容
に
は

興
味
を
持
つ
が
技
術
的
な
面
に
欠
け
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
に

挙
げ
た
山
崎
の
「
月
光
」
を
選
評
し
た
岩
下
俊
作
の
言
葉
と
重
な
っ
て
く

る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
、
評
価
の
軸
と
な
る
の
が
文
章
表
現
能
力
で
あ

る
の
だ
。

文
化
的
な
明
る
い
水
巻
町
を
め
ざ
す
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
の

「
蟻
塚
」
と
、
一
方
で
炭
鉱
労
働
者
が
自
ら
の
言
葉
で
、
明
る
く
も
暗
く

も
あ
る
彼
ら
の
生
活
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
い
て
い
こ
う
と
す
る
「
地
下
戦

線
「
炭
砿
長
屋
」
は
、
意
味
合
い
が
全
く
違
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ

」

は
、
炭
鉱
町
が
そ
の
内
に
抱
え
る
二
律
背
反
的
な
地
域
発
展
の
様
相
の
一

つ
で
あ
る
だ
ろ
う
。
所
謂
「
荒
く
れ
者
」
た
ち
の
多
い
炭
鉱
が
も
た
ら
す

風
俗
を
一
転
さ
せ
、
文
化
的
に
明
る
い
炭
鉱
町
を
打
ち
出
す
一
方
で
、
炭

鉱
労
働
者
た
ち
は
相
変
わ
ら
ず
毎
日
を
労
働
に
明
け
暮
れ
、
身
体
を
消
耗

さ
せ
る
炭
鉱
長
屋
の
生
活
を
生
き
て
い
る
の
だ
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
明
る

さ
も
暗
さ
も
混
然
と
な
っ
た
生
で
あ
る
。

四
「
月
刊
炭
労
」
に
お
け
る
評
価

そ
の
他
評
価
を
受
け
た
作
品
と
し
て
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
「
月
刊
炭

、

労
」
の
三
十
年
度
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
第
一
席
の
「
昇
坑
、
三
十
一

」

年
度
入
選
二
席
「
炭
鉱
に
埋
も
れ
た
人
々
、
三
十
二
年
度
佳
作
の
「
暗

」

い
部
屋
」
が
あ
る
「
昇
坑
」
は
、
初
め
て
坑
内
に
下
が
る
新
参
坑
夫
の

。

一
日
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
採
炭
労
働
、
ま
た
そ
こ
で
起
こ
っ
た
ガ
ス

爆
発
事
故
と
、
死
者
を
坑
外
へ
担
ぐ
様
子
が
、
主
人
公
川
島
の
心
の
変
化

と
と
も
に
描
写
さ
れ
る
。

川
島
が
い
ま
、
坑
夫
た
ち
の
生
活
や
、
環
境
に
似
つ
か
わ
し
い
、

こ
の
飾
気
の
な
い
、
バ
ラ
ッ
ク
建
の
繰
込
場
で
、
日
頃
軽
蔑
し
て
い

た
坑
夫
た
ち
と
、
膚
を
ふ
れ
合
わ
せ
、
顔
を
つ
き
合
せ
て
見
る
と
、

意
外
に
も
偉
大
な
人
間
の
集
り
で
あ
る
こ
と
に
恐
れ
を
な
し
た
。
彼

ら
は
地
下
の
自
然
を
征
服
し
き
っ
た
、
逞
し
い
魂
い
と
逞
し
い
筋
肉

（
マ

マ
）

と
の
持
主
で
あ
っ
た
。
彼
ら
か
ら
軽
蔑
に
あ
た
い
す
る
片
影
さ
え
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
絶
え
ず
談
笑
し
、
う
ま
そ

う
に
煙
草
を
ふ
か
し
て
い
た

川
島
は
彼
ら
の
こ
う
し
た

。
（
中
略
）
／

集
団
の
中
に
と
け
込
ん
だ
瞬
間
、
始
め
て
彼
ら
の
真
実
の
人
間
を
見

（
一
章
）

た
よ
う
な
気
が
し
た
。

マ
イ
ト
穴
を
く
る
ド
リ
ル
の
音
が
、
ゴ
ウ
リ
ゴ
ウ
リ
、
ゴ
ウ
リ
ゴ

ウ
リ
し
て
い
る
。
炭
壁
を
叩
く
ツ
ル
バ
シ
の
音
が
切
羽
全
体
か
ら
、



ま
る
で
ふ
り
こ
の
時
計
を
何
十
箇
も
懸
け
て
い
る
よ
う
に
コ
ツ
ン

（
マ

マ
）

コ
ツ
ン
と
入
乱
れ
て
聴
こ
え
る
。
そ
れ
は
、
巨
大
な
炭
壁
と
人
間
と

の
は
た
し
あ
い
だ

ま
こ
と
、
こ
の
一
打
こ
そ
巨
大
な
炭
壁

。
（
中
略
）

、
、

、
を
ゆ
す
り
炭
鉱
資
本
を
ふ
と
ら
せ
産
業
に
大
き
な
力
を
あ
た
え

政
治
や
経
済
ま
で
も
ゆ
り
動
か
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
採
炭
夫
の

（
三
章
）

本
領
な
の
だ
。

そ
れ
で
も
生
き
て
、
傷
ひ
と
つ
受
け
な
い
で
、
無
事
に
昇
坑
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
倖
せ
な
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
の
無
限
に
拡

が
っ
て
い
る
大
空
を
見
る
だ
け
で
も
、
も
う
十
分
に
生
き
甲
斐
が
あ

る
の
だ
。
そ
こ
に
は
、
自
然
が
人
間
に
あ
た
え
た
無
限
の
自
由
が
あ

（
四
章
）

る
か
ら
だ
。

か
つ
て
炭
鉱
夫
た
ち
、
そ
し
て
〈
炭
鉱
〉
そ
れ
自
体
を
「
あ
ま
り
に
、

貧
し
さ
や
、

汚
辱
や
、
怠
惰
や
、
不
衛
生
さ
が
満
ち
み
ち
て
い
」
る
と
い

う
理
由
で
軽
蔑
し
て
い
た
彼
は
、
彼
ら
の
力
強
い
精
神
と
肉
体
を
見
せ
付

、
。

け
ら
れ
労
働
者
と
い
う
大
き
な
集
団
の
力
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る

山
崎
は

炭
砿
長
屋
第
二
号
掲
載
の
エ
ッ
セ
イ
私
の
願
い
で
昇

、「
」

「
」
「

坑
が
選
ば
れ
た
喜
び
を
綴
っ
て
い
る
彼
の
願
い
は
炭
鉱
長
屋
の
苦

」
。

、
「

る
し
い
生
活
や
、
坑
内
で
の
劇
し
い
労
働
が
、
世
間
の
人
達
、
つ
ま
り

（
マ

マ
）

政
治
家
や
、
資
本
家
や
、
学
者
な
ど
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
私

達
の
生
活
を
よ
く
し
て
や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
が
、
湧
い
て
こ
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
、
私
達
の
労
働
や
生
活
や
人
間
観
の
実
際
を
な
に

か
の
方
法
で
、
こ
の
世
間
の
人
に
し
ら
せ
た
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
、

、
、

ま
た
同
時
に
貧
し
い
生
活
の
中
に
も
油
に
ま
み
れ
ス
パ
ナ
を
握
り

、
、

、
、

ハ
ン
マ
ー
を
振
る
労
働
の
中
に
も
美
し
い
ロ
マ
ン
ス
や
詩
が
あ
り

芸
術
的
な
も
の
が
あ
る
」
の
で
あ
っ
て
「
人
間
が
、
汗
を
流
し
て
、
働

、

い
て
い
る
時
こ
そ
美
し
く
尊
い
も
の
」
は
な
く
「
こ
の
私
達
の
労
働
や

、

、
、

、
生
活
の
中
か
ら
詩
や
小
説
を
書
い
て
そ
れ
を
香
り
豊
な
芸
術
に
ま
で

高
め
た
い
」
と
も
思
っ
て
い
た
。
自
分
の
書
く
作
品
に
よ
っ
て
炭
鉱
労
働

者
の
「
政
治
的
経
済
的
社
会
的
な
地
位
を
高
め
た
い
」
と
い
う
思
い
と
同

時
に
「
書
く
小
説
や
詩
を
、
芸
術
と
云
え
る
も
の
に
ま
で
、
し
あ
げ
た

、

い
」
と
願
っ
て
い
た
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
後
に
編
集
部
は
「
月
刊
炭
労
文
芸
特
集
号
は
、
炭

、

鉱
労
働
者
作
家
の
桧
舞
台
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
の
労
働
者
の
最

」
。

も
尖
端
を
ゆ
く
文
化
戰
線
の
斗
い
の
姿
で
も
あ
り
ま
す
と
書
い
て
い
る

「
月
刊
炭
労
」
で
求
め
ら
れ
て
い
る
作
家
像
と
は
、
ひ
た
む
き
に
積
極
的

に
自
分
の
姿
を
見
つ
め
る
炭
鉱
労
働
者
作
家
で
あ
る
。
選
評
を
行
っ
た
西

野
辰
吉
は
「
死
体
を
も
つ
れ
て
昇
坑
す
る
人
た
ち
の
秘
め
ら
れ
た
深
い

、

悲
し
み
な
ど
が
よ
く
描
か
れ
て
」
お
り
「
そ
れ
ま
で
に
到
る
炭
坑
の
様

、

子
や
時
代
の
推
移
も
適
確
に
で
て
い
る
」
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
更
に

「
主
題
へ
の
作
者
の
取
り
組
み
か
た
も
素
直
で
真
面
目
で
あ
」
り
「
少

、

し
長
過
ぎ
る
感
じ
も
し
な
い
で
は
な
い
が
、
作
者
の
誠
実
な
態
度
が
案
外

に
退
屈
を
与
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
単
調
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
技
術

、
「

」
。

の
有
無
よ
り
も
山
崎
の
誠
実
な
態
度
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る

応
募
作
品
全
体
の
感
想
と
し
て
も
「
か
き
な
れ
て
い
る
ら
し
い
筆
達
者

、

な
ひ
と
の
作
品
よ
り
、
表
現
に
た
ど
た
ど
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
、
書

こ
う
と
す
る
対
象
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
誠
実
に
問
題
を
追
求
し
て
い
る



、
」

。
ひ
と
の
作
品
の
ほ
う
が
高
い
文
学
の
感
動
を
形
象
し
て
い
る
と
い
う

そ
れ
は
西
野
が
文
学
作
品
を
「
生
活
の
認
識
の
形
象
に
よ
る
表
現
」
と
捉

え
て
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
「
う
ま
く
か
く
と
い
う
こ
と
は
、
何
を
ど
う
描

く
か
と
い
う
こ
と
と
切
り
は
な
し
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
」
な

の
で
、
彼
は
「
む
ろ
ん
何
が
ど
う
描
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
入

選
作
と
佳
作
を
」
選
考
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
三
十
一
年
度
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
二
席
の
「
炭
鉱
に

」
、

「
」

埋
も
れ
た
人
々

三
十
二
年
度
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作
の
暗
い
部
屋

に
つ
い
て
も
共
通
し
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
西
野
辰
吉
か
ら
「
こ

（
月
刊
炭
労
」
第
八
十

ま
か
く
、
綿
密
に
、
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
る
」
「

と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
後
者
の
「
暗
い
部
屋
」
に

号
）

つ
い
て
詳
し
く
み
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

「
暗
い
部
屋
」
は
貧
困
と
、
労
働
の
疲
労
と
性
欲
で
悩
む
坑
外
夫
の
話

で
あ
る
。
彼
は
炭
鉱
の
鍛
冶
工
場
で
働
い
て
い
る
「
六
畳
と
三
畳
の
二

。

部
屋
と
、
半
坪
程
の
、
狭
い
土
間
と
に
限
ら
れ
た
、
各
家
庭
同
志
は
、
親

（
マ

マ
）

密
な
つ
な
が
り
」
で
「
結
ば
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
」
い
。
中
風
で
半
身

不
随
の
父
、
炭
鉱
労
働
で
足
に
怪
我
を
負
い
不
自
由
な
体
の
母
、
生
活
力

の
な
い
自
分
自
身
を
、
時
に
「
も
っ
と
も
っ
と
い
じ
め
ぬ
い
て
や
り
た
い

と
悪
魔
の
よ
う
な
自
虐
心
に
か
ら
れ
」
て
は
「
そ
の
恐
ろ
し
い
衝
動
を

、

ど
う
に
か
制
し
て
」
い
た
。
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
も
あ
り
「
今
に
も
第
三

、

次
世
界
大
戦
が
起
こ
る
よ
う
な
口
振
り
で
、
世
界
の
情
勢
が
語
ら
れ
」
て

い
た
。
そ
ん
な
中
「
私
」
は
栄
と
い
う
事
務
で
働
く
女
の
こ
と
が
好
き

、

に
な
る
。
彼
の
唯
一
の
希
望
の
光
が
彼
女
だ
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
の
今

の
情
況
を
考
え
る
と
様
々
な
障
害
が
立
ち
現
れ
自
信
が
な
く
な
り
、
結
局

。
、

思
い
を
告
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
で
い
た
夜
に
な
る
と
寝
つ
き
が
悪
い
上
に

「
一
度
性
欲
の
さ
か
ん
な
衝
動
に
捕
え
ら
れ
る
と
、
も
う
ち
っ
ぽ
け
な
理

性
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
、
ず
る
ず
る
と
汚
辱
の
世
界

に
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
」
て
い
た
。
家
族
共
々
雑
魚
寝
を
す
る
な
か
、
母
や

妹
の
寝
相
に
「
あ
や
し
い
心
の
と
き
め
き
」
を
感
じ
て
い
た
。
そ
ん
な
次

の
朝
は
決
ま
っ
て
手
淫
の
後
の
悔
恨
に
苛
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

野
間
宏
は
「
選
後
評

の
中
で
「
性
に
つ

」
、

（
月
刊
炭
労
」
第
九
十
一
号
）

「

い
て
は
こ
れ
ま
で
問
題
の
重
要
さ
の
わ
り
に
、
労
働
者
文
学
に
は
と
り
あ

げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
そ
の
点
か
ら
す
る
と
山
崎
が
「
自
慰
」
の
問

」
「

題
な
ど
も
明
ら
さ
ま
に
あ
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
」
と
書
い

た
。
だ
が
「
こ
こ
で
も
性
の
扱
い
は
ま
だ
暗
く
と
ざ
さ
れ
て
」
お
り
、

、

更
な
る
追
求
を
も
と
め
て
も
い
る
。
彼
の
批
評
に
対
す
る
山
崎
の
具
体
的

コ
メ
ン
ト
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
が
、
一
つ
の
応
答
と
し
て
長
編
小
説
「
い

の
ち
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
い
の
ち
」
は
「
炭
砿
長
屋
」
三
号
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た
。
機
関
誌

の
廃
刊
に
と
も
な
い
、
第
四
回
か
ら
は
そ
の
後
を
継
ぐ
か
た
ち
と
な
っ
た

「
月
刊
た
か
ま
つ
」
に
発
表
の
場
を
移
す
。
掲
載
雑
誌
の
詳
細
に
つ
い
て

は
先
の
書
誌
に
挙
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。
欠
号
も
あ
り
、
連
載
す
べ
て
の

初
出
に
目
を
通
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
「
い
の
ち
」
は
一
九
七
四
年

。

『
』

。
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
小
説
集
炭
坑
夫
に
全
文
が
所
収
さ
れ
て
い
る

全
部
で
十
六
章
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
初
出
を
見
た
と
こ
ろ
、
章
番
号

と
連
載
回
数
は
一
致
し
て
い
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
大
正
元
年
の
夏
に
、
炭

鉱
労
働
者
の
主
人
公
才
造
に
富
志
雄
と
い
う
息
子
が
誕
生
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
。
才
造
は
労
働
に
追
わ
れ
、
妻
ト
キ
は
同
居
し
て
い
る
姑
ソ
ノ



か
ら
、
富
志
雄
の
子
育
て
で
厳
し
く
し
か
ら
れ
る
毎
日
を
送
る
。
炭
鉱
長

屋
の
人
々
は
、
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、
新
し
い
「
い
の
ち
」
で
あ
る
富

志
雄
の
生
を
暖
か
く
希
望
を
持
っ
て
見
守
る
。
し
か
し
妻
ト
キ
の
体
調
が

良
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
時
、
新
し
い
後
向

に
キ
ク
と
い

（
後
山
）

う
、
病
身
の
同
僚
土
井
の
妻
が
つ
く
こ
と
に
な
る
。
季
節
が
春
に
な
っ
た

頃
、
才
造
と
キ
ク
は
真
っ
暗
な
坑
内
で
「
先
山
と
後
向
の
関
係
を
乗
り
越

え
、
性
の
欲
望
に
走
っ
た

「
そ
れ
は
、
尊
い
い
の
ち
の
、
か
な
し
い
衝

」
。

」
。

、
動
だ
っ
た
二
人
は
地
上
で
も
頻
繁
に
逢
瀬
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
が

あ
る
夜
も
キ
ク
と
の
密
通
後
に
帰
宅
す
る
と
、
富
志
雄
が
ラ
ン
プ
を
ひ
っ

く
り
返
し
て
火
傷
す
る
と
い
う
事
故
が
起
き
て
い
た
。
キ
ク
と
の
密
通
は

「
因
と
な
り
果
と
な
っ
て
彼
ら
一
家
に
天
罰
を
下
し
た
」
と
思
い
込
む
才

造
は
「
赦
し
て
く
れ
ー
」
と
心
の
中
で
叫
び
な
が
ら
作
品
は
終
わ
る
。

、

こ
の
作
品
に
お
け
る
性
描
写
は
決
し
て
「
暗
く
と
ざ
さ
れ
た
」
も
の
で

は
な
い
「
人
妻
に
対
す
る
不
倫
な
感
情
で
あ
っ
て
も
、
彼
は
少
し
も
や

。

ま
し
い
も
の
と
は
思
わ
な
」
い
の
で
あ
る
。
互
い
に
連
れ
合
い
が
病
身
で

あ
る
と
い
う
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
。
キ
ク
に
至
っ
て
は
そ
の
た
め
に
夫

。
〈

〉
婦
の
間
で
の
性
交
渉
が
ほ
と
ん
ど
な
い
彼
女
の
内
に
秘
め
た
エ
ロ
ス

は
、
不
幸
な
結
婚
生
活
や
辛
い
労
働
に
耐
え
た
た
く
ま
し
い
「
女
坑
夫
の

い
の
ち
の
衝
動
」
な
の
で
あ
る
。
作
品
最
後
の
才
造
の
叫
び
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
坑
内
で
の
キ
ク
と
の
情
事
は
「
や
ま
し
い
も
の
」
が
一
切
な
い

、

自
由
な
性
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
そ
れ
は
坑
内
の
世
界
が
、
彼
ら

に
地
上
の
し
き
た
り
に
縛
ら
れ
な
い
思
考
を
与
え
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
炭

鉱
独
特
の
〈
エ
ロ
ス
〉
が
そ
こ
に
存
在
す
る
。
松
下
博
文
は
「
語
り
手

、

は
こ
う
し
た
才
造
あ
る
い
は
病
気
の
夫
を
も
つ
キ
ク
の
姿
を
否
定
的
に
は

と
ら
え
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
関
係
も
ま
た
尊
い
な
が
ら
も敍

悲
し
い
い
の
ち
の
衝
動
の
一
例
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
ら
だ

「
」

」 （
「

と
述
べ
て
い
る
。
松
下
が
い
う
語
り

説
」
Ⅷ
、
一
九
九
三
年
七
月
、
敍
説
舎
）

、「
」

。
手
の
作
用
は

い
の
ち
の
衝
動
と
し
て
全
て
を
許
す
と
こ
ろ
に
あ
る

そ
れ
は
、
才
造
が
い
う
、
目
に
見
え
な
い
が
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
「
偉

」
。

「
」

、
大
な
力
の
こ
と
で
あ
る
人
間
は
魂
の
動
き
に
よ
っ
て
考
え
た
り

働
い
た
り
す
る
。
そ
の
魂
が
「
神
様
や
仏
様
と
同
じ
も
の
で
、
つ
ま
り
、

ひ
と
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
」
気
が
す
る
、
と
い
う
の
だ
。
お
そ

ら
く
「
い
の
ち
の
衝
動
」
と
「
魂
の
動
き
」
は
同
義
語
と
し
て
読
め
る
だ

ろ
う
。

（
月
刊
た
か
ま
つ
」
一
九

物
語
に
キ
ク
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
第
十
回
「

、
キ
ク
と
の
情
事
は
第
十
五
回

で
あ
る
。
野
間
宏

五
七
年
六
月

（
十
五
章
）

）

の
選
評
が
一
九
五
七
年
一
月
で
あ
る
こ
と
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
野
間

の
指
摘
が
創
作
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
推
測
の

域
を
出
な
い
。
し
か
し
、
山
崎
は
野
間
が
言
っ
た
労
働
者
文
学
に
お
け
る

性
の
「
深
い
追
求
」
を
、
炭
鉱
と
い
う
場
所
性
を
十
分
に
活
か
し
な
が
ら

「
い
の
ち
」
で
作
品
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

、
、

先
に
挙
げ
た
選
評
の
な
か
で
野
間
は
応
募
作
品
全
体
を
対
象
と
し
て

「
炭
労
の
文
学
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
炭
労
文
学
の
強
み

は
「
労
働
者
の
生
活
そ
の
も
の
か
ら
き
て
い
る
」
と
い
う
「
地
道
な
現
実

感
」
に
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
他
方
か
ら
言
え
ば
「
最
初
か
ら
一
本
調

、

子
な
も
の
」
ば
か
り
を
生
む
と
い
う
弱
点
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
「
作
品
が
日
常
生
活
に
密
着
し
て
」
い
る
が
た
め
に
、
た
だ
「
そ
こ

、

に
起
る
事
件
を
記
録
す
る
と
い
う
や
り
方
」
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ



る
「
文
学
的
な
真
実
を
つ
く
り
だ
す
上
で
、
や
は
り
足
り
な
い
面
が
出

。

て
く
る

「
現
実
に
密
着
」
し
な
が
ら
も
「
さ
ら
に
構
成
の
問
題
や
、
虚

」
。

構
の
問
題
な
ど
、
文
学
の
方
法
を
深
め
る
問
題
に
と
り

（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）

く
み
、
解
決
し
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
だ
。
確
か
に
今
ま
で

見
て
き
た
よ
う
に
山
崎
の
作
品
評
価
の
さ
れ
方
は
、
自
ら
の
労
働
生
活
を

書
く
と
い
う
、
書
く
対
象
に
力
点
を
置
く
も
の
と
、
所
謂
文
学
作
品
と
し

て
い
か
に
虚
構
し
、
構
成
す
る
か
、
と
い
う
技
術
面
の
大
き
く
分
け
て
二

点
を
基
に
評
価
さ
れ
て
い
た
。

で
は
こ
の
こ
と
は
、
同
時
期
に
掲
載
雑
誌
で
た
び
た
び
論
じ
ら
れ
て
き

た
労
働
者
文
学
の
捉
え
ら
れ
方
と
ど
う
い
う
関
係
性
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

五
労
働
者
文
学
の
捉
え
ら
れ
方

「
月
刊
炭
労
」
で
は
、
労
働
者
文
学
に
つ
い
て
何
度
と
な
く
論
じ
ら
れ

て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
議
論
の
傾
向
を
み
て
み
よ

う
。花
田
克
己
は
、
三
十
年
度
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
の
批
評
を
「
胸

（
文
芸
特
集
号

（
月
刊
炭
労
」
第
六
十
九
号
、
一
九
五
六

を
う
つ
作
品
が
な
い

）
「
」

で
述
べ
て
い
る
「
創
作
を
始
め
と
し
て
、
胸
に
ガ
ー
ン
と
ひ
び

年
二
月
）

。

く
作
品
が
な
い

「
本
当
に
一
緒
に
働
い
て
い
る
仲
間
た
ち
か
ら
ム
サ
ボ

」
、

リ
読
ま
れ
る
作
品
の
生
ま
れ
る
事
を
期
待
」
す
る
、
と
選
ば
れ
た
作
品
に

つ
い
て
批
判
的
に
み
て
い
る
「
こ
の
点
、
炭
塵
で
顔
を
真
黒
に
し
て
い

。

る
仲
間
の
方
を
向
か
ず
、
中
央
の
専
門
作
家
の
方
に
気
を
と
ら
れ
る
事
の

多
か
っ
た
自
分
自
身
の
創
作
態
度
に
き
び
し
い
反
省
を
う
な
が
し
」
た
と

い
う
。
ま
た
、
三
十
一
年
度
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
評
論
の
部
で
佳
作
に
選
ば

（
月
刊
炭

れ
た
木
村
日
出
夫
は
「
文
化
サ
ー
ク
ル
の
大
衆
化
に
つ
い
て
」
「

の
な
か
で
、
書
く
対
象
の
問
題
と
文
章
能
力
の
関
係
性
に

労
」
第
八
十
号
）

つ
い
て
触
れ
て
い
る
「
何
時
ま
で
も
、
へ
た
く
そ
万
才
で
あ
っ
て
は
な

。

ら
な
い
。
私
達
の
尊
い
体
験
を
生
か
す
の
に
は
、
表
現
力
を
身
に
つ
け
な

」
。

「
」

け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働
者
作
家
た
ち
は
自
分
た
ち
の
体
験
の
文
学

、
、

を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
そ
の
た
め
に
は
体
験
だ
け
で
は
な
く
て

「
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
内
部
を
も
通
じ
た
方
法
で
、
体
験
上
に
積
み

重
ね
ら
れ
た
、
レ
ア
リ
ズ
ム
の
文
学
を
き
づ
か
ね
ば
な
ら
」
な
い
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
木
村
が
い
う
「
表
現
力
」
は
、
し
ば
し
ば
彼
ら
の

中
で
批
判
的
に
み
ら
れ
て
い
る
芸
術
至
上
主
義
で
あ
る
と
い
う
意
味
合
い

で
の
「
純
文
学
」
の
性
質
の
「
技
術
」
で
は
な
い
。
自
ら
の
体
験
を
そ
の

ま
ま
記
録
的
に
で
は
な
く
、
よ
り
読
者
に
う
ま
く
伝
え
る
た
め
の
表
現
力

で
あ
る
。
そ
れ
は
花
田
克
巳
の
言
葉
で
言
え
ば
「
中
央
の
専
門
作
家
の

、

方
」
で
は
な
く
て
「
炭
塵
で
顔
を
真
黒
に
し
て
い
る
仲
間
の
方
を
向
」

、

く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
い
か
に
」
書
く
か
、
と
「
何
を
」
書
く

。
。

か
の
問
題
で
あ
る
こ
の
二
点
は
そ
の
後
も
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

「
サ
ー
ク
ル
誌
め
ぐ
り
」
を
第
七
十
五
号

か
ら
連
載

（
一
九
五
六
年
八
月
）

し
て
い
る
真
鍋
呉
夫
は
、
そ
の
第
八
回
目
の
「

８
《
サ
ー
ク
ル
誌
め
ぐ
り
》

作
品
評
価
の
問
題

に
お
い

」
（
月
刊
炭
労
」
第
八
十
三
号
、
一
九
五
七
年
四
月
）

「

芸
術
至
上
主
義

純
文
学

体
て
文
学
に
お
け
る
花
派

と
生
活
派

「
」

「
」

（
、「

」
）

（
「

の
対
立
や
矛
盾
が
現
に
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
打
開
の

験
の
文
学
）
」

目
処
と
し
て
「
個
々
の
作
品
に
対
す
る
善
玉
悪
玉
式
の
図
式
的
な
評
価

、

を
や
め
て
、
善
玉
と
悪
玉
が
「
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
様
相
を
そ

」



の
も
の
と
し
て
」
捉
え
る
必
要
性
を
説
く
「
わ
れ
わ
れ
が
注
意
し
な
け

。

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
個
々
の
作
品
に
た
い
し
て
「
花
派
」
あ
る
い
は

「
生
活
派
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
は
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
う

し
た
要
素
を
た
た
き
、
そ
の
枠
を
ぶ
ち
や
ぶ
ろ
う
と
し
て
い
る
内
部
の
潜

在
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
正
確
に
評
価
し
、
意
識
化
し
、
方
法
化
し
て
ゆ
く

こ
と
」
が
必
要
だ
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
当
然
な
が
ら
必
ず
し
も
炭
鉱
労
働
者
作
家
は
炭
鉱
の
こ

と
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
意
見
が

出
て
い
る
。
炭
鉱
と
い
う
狭
い
世
界
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
も
っ
と
広

い
世
界
を
み
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
こ
の
批
判
に
対
し
て

（
月
刊
炭
労
」
第

畑
中
康
雄
は
「
働
く
者
の
文
学
を
書
く
態
度
に
つ
い
て
」
「

の
中
で
「
義
務

九
十
一
号
、
三
十
二
年
度
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
評
論
の
部
で
佳
作
）

、

づ
け
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
「
ヤ
マ
に
生
き
石
炭
を

、

掘
っ
て
い
る
ぼ
く
た
ち
が
文
学
を
す
る
場
合
、
現
実
の
生
活
を
そ
し
て
そ

の
真
実
を
文
学
に
託
す
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
り

「
ま
さ

」
、

に
「
ヤ
マ
に
生
き
る
」
ぼ
く
た
ち
こ
そ
が
全
的
に
表
現
す
る
も
の
を
持
っ

て
い
る
筈
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
労
働
者
文
学
と
は
ど
の
よ

う
な
作
品
を
い
う
の
か
、
と
い
う
定
義
そ
の
も
の
へ
の
問
い
か
け
に
つ
な

が
る
。
三
木
喬
太
は
、
労
働
者
文
学
と
は
「
旗
振
り
文
学
」
と
か
「
組

「
、

合
文
学
」
と
か
批
判
さ
れ
る
過
去
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
的
な
も
の
」
を

指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
「
現
在
の
既
成
文
学
で
は
あ
き
足
ら
ぬ
労
働

、

者
の
生
活
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
で
な
け
れ
ば
書
き
得
な
い
体

験
と
環
境
」
の
も
と
で
「
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
言
葉
で
書
き
、
新
た
な

、

（
労
働
者

労
働
者
文
学
を
う
ち
建
て
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
る
「

そ
れ
は
、

の
文
学
に
つ
い
て

「
月
刊
炭
労
」
第
九
十
二
号
、
一
九
五
八
年
二
月
。

」
、

）

「
「

」
」

山
内
哲
生
が
不
熟
な
労
働
者
文
学
―
長
屋
哀
歌
を
中
心
と
し
て
―

で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

（
月
刊
炭
労
」
第
九
十
四
号
、
一
九
五
八
年
四
月
）

「

「
社
会
的
視
野
の
も
と
」
の
創
作
で
あ
り
「
自
己
の
内
側
に
、
現
実
を

、

凝
視
す
る
鋭
い
眼
と
、
未
来
社
会
を
透
視
す
る
確
信
的
な
眼
」
を
も
つ
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
表
面
化
し
て
き
た
労
働
者
文
学
の
矛
盾
や
葛
藤
を
、
炭
労

教
育
文
化
部
は
「
わ
れ
わ
れ
の
文
化
活
動
の
問
題
点
―
九
州
・
山
口
両
地

（
月
刊
炭
労
」
第
九
十
四
号
）
に

方
に
お
け
る
文
学
活
動
を
中
心
と
し
て
―
」
「

お
い
て
ま
と
め
、
考
察
を
行
っ
て
い
る
「
こ
れ
ま
で
の
作
品
に
は
、
い

。

わ
ゆ
る
「
組
合
文
学
」
の
枠
の
な
か
の
類
型
的
な
作
品
が
多
か
っ
た
こ
と

も
事
実
」
で
あ
り
、
炭
鉱
の
作
家
た
ち
が
「
落
盤
、
ボ
タ
山
、
キ
ャ
ッ
プ

ラ
ン
プ
と
い
っ
た
よ
う
な
詩
的
題
材
」
に
「
よ
り
か
か
っ
て
、
素
材
主
義

的
傾
向
を
生
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
」
で
あ
る
。
だ
が
、
前
者
の
批
判
の

な
か
に
は
「
都
会
中
心
的
な
、
あ
る
い
は
小
市
民
の
頽
廃
を
描
く
こ
と
を

事
と
し
た
い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
影
響
が
あ
る

「
そ
の
ま
た
奥

」
。

に
は
、
炭
鉱
労
働
者
の
文
化
に
た
い
す
る
、
自
身
の
生
活
に
た
い
す
る
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
る
こ
と
も
見
て
と
れ
る
」
の
で
あ
る
。
ま
た
作
品
評

価
の
基
準
に
つ
い
て
も
問
題
視
さ
れ
て
お
り
「
作
品
評
価
の
わ
か
れ
道

、

が
、
各
人
の
文
学
へ
の
態
度
に
あ
る
以
上

「
書
き
手
た
ち
が
文
化
創
造

」
、

の
主
体
性
を
確
立
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
し
か
解
決
さ
れ
な
い
問
題

で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
文
化
創
造
の
主
体
性
を
確
立
す
る
た
め
に
、
書
く

こ
と
を
促
し
、
あ
る
部
分
で
は
そ
の
「
手
本
」
と
も
な
っ
た
の
が
炭
鉱
労



。
、

働
者
文
学
で
は
な
か
っ
た
か
主
体
性
を
確
立
せ
ん
た
め
に
書
く
一
方
で

主
体
性
が
確
立
で
き
な
い
か
ら
創
作
が
で
き
な
い
。
問
題
は
メ
ビ
ウ
ス
の

帯
の
よ
う
に
始
点
へ
と
も
ど
る
の
で
あ
る
。
労
働
者
作
家
は
「
い
か
に
」

と
「
何
を
」
の
中
で
揺
れ
動
き
、
彼
ら
の
「
体
験
の
文
学
」
を
う
ま
く
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
い
た
と
い
え
る
。
山
崎
喜
与
志
に
、

拙
い
が
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
評
価
の
一
方
で
、
い
き
い

き
描
か
れ
て
い
る
が
拙
い
、
と
い
う
評
価
も
あ
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
一
例

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
山
崎
の
作
品
は
、
そ
れ
が
評
価
対
象

と
な
る
と
き
、
定
ま
っ
た
位
置
を
持
た
な
い
宙
に
浮
い
た
状
態
に
置
か
れ

て
い
る
。

そ
の
後
の
炭
鉱
労
働
者
文
学
の
捉
え
ら
れ
方
に
つ
い
て
は
、
稿
を

改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
「
サ
ー
ク
ル
村
」
に
も
引
き
継
が
れ
、
そ

の
大
き
な
組
織
体
の
な
か
で
労
働
者
作
家
は
正
に
「
い
か
に
「
何
を
」

、
」

書
く
か
、
そ
し
て
「
い
か
に
」
連
帯
し
主
体
性
を
確
立
す
る
の
か
を
、
つ

ね
に
互
い
に
問
い
続
け
た
の
で
あ
る
「
サ
ー
ク
ル
村
」
の
始
動
は
、
す

。

ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
た
。

【
注
記
】

「
」「

」「
」

、
、

１
地
下
戦
線

炭
砿
長
屋

サ
ー
ク
ル
村
の
発
行
所
発
行
者
等
に
つ
い
て
は

『
サ
ー
ク
ル
村
『
労
働
藝
術
『
地
下
戦
線
『
炭
砿
長
屋
』
解
説
・
回
想
・
総
目

『
』

』
』

次
・
索
引
（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
六
年
六
月
九
日
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は

』

「
蟻
塚
「
月
刊
た
か
ま
つ
「
文
芸
誌
た
か
ま
つ
」
の
発
行
所
、
編
集
者
、
発
行
者

」
」

発
行
年
月
日
等
を
注
記
し
て
お
く
「
月
刊
た
か
ま
つ
「
文
芸
誌
た
か
ま
つ
」
に
つ

。
」

い
て
は
前
者
が
一
―
二
号
、
四
―
八
号
を
、
後
者
が
十
―
十
一
号
を
入
手
で
き
た
範

囲
で
記
し
て
い
る
。

「
蟻
塚
」
…
発
行
所
水
巻
文
学
サ
ー
ク
ル
（
水
巻
町
公
民
館
内
、
編
集
者
杉
江
勇
、

）

発
行
者
赤
星
忠
臣
。
第
六
集
は
、
発
行
所
水
巻
町
公
民
館
（
蟻
塚
編
集
同
人
、
編

）

集
者
吉
原
和
敏
、
発
行
者
大
貝
五
十
三
。
第
七
集
は
、
発
行
所
水
巻
町
公
民
館
（
～

第
十
集
、
編
集
人
持
永
辰
雄
、
発
行
者
蟻
塚
編
集
部
。
第
八
集
は
、
編
集
者
山
本

）
（
マ
マ
）

信
夫
、
発
行
者
石
橋
豊
蔵
（
～
第
十
集
。
第
九
集
は
、
編
集
者
鈴
木
昭
彦
。
第
十

）

集
は
、
編
集
者
増
永
龍
之
。
第
一
集
（
昭
和
二
十
六
年
三
月
一
日
）
―
第
十
集
（
昭

和
三
十
八
年
十
月
十
日
）

「
月
刊
た
か
ま
つ
」
…
発
行
所
日
炭
高
松
文
学
・
美
術
サ
ー
ク
ル
協
議

会
、
発
行
編
集

責
任
者
上
田
博
、
事
務
所
福
岡
県
遠
賀
郡
水
巻
町
頃
末
日
炭
高
松
労
働
組
合
教
育
宣

伝
部
。
八
号
は
日
炭
高
松
労
働
組
合
文
学
美
術
サ
ー
ク
ル
協
議

会
。
第
一
号
（
一
九

五
六
年
十
一
月
一
日
）
―
第
八
号
（
一
九
五
七
年
八
月
七
日
。
第
六
号
は
四
・
五

）

月
合
併
号
、
第
八
号
は
七
・
八
月
合
併
号
。

「
」

、
、

文
芸
誌
た
か
ま
つ
…
第
十
号
は
発
行
所
日
炭
高
松
美
術
文
学
サ
ー
ク
ル
協
議

会

編
集
者
サ
ー
ク
ル
誌
編
集
委
員

会
、
発
行
責
任
者
栗
屋
光
教
、
事
務
所
福
岡
県
遠
賀

郡
水
巻
町
日
炭
高
松
労
働
組
合
教
宣
部
（
～
第
十
一
号
。
第
十
一
号
は
、
発
行
所

）

高
松
労
組
美
術
文
学
サ
ー
ク
ル
協
議

会
、
編
集
者
栗
屋
光
教
・
平
岡
義
人
。
第
十
号

の
「
あ
と
が
き
」
に
「
組
合
か
ら
援
助
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
や
っ
と
二
号
目
ノ

ロ
マ
な
歩
み
で
申
し
訳
な
い
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
九
号
か
ら
「
文
芸
誌
た
か

。

ま
つ
」
と
機
関
誌
名
を
変
え
た
と
思
わ
れ
る
。
第
九
号
（
一
九
五
七
年
十
一
月
か
）

―
第
十
一
号
（
一
九
五
八
年
三
月
八
日
）

坂
口
博
「
サ
ー
ク
ル
村
』
創
刊
前
夜
（

サ
ー
ク
ル
村
『
労
働
藝
術
『
地
下

『
」
『
『

』
』

2戦
線
『
炭
砿
長
屋
』
解
説
・
回
想
・
総
目
次
・
索
引
』
二
〇
〇
六
年
六
月
九
日
、
不

』

二
出
版
）
に
よ
る
と
「
一
九
五
八
年
九
月
『
サ
ー
ク
ル
村
』
創
刊
ま
で
の
日
炭
高
松

、



に
お
け
る
文
学
サ
ー
ク
ル
は
す
べ
て
確
認
で
き
て
い
な
い
と
し
な
が
ら
も

フ
」
、

、「
『

エ
ー
ニ
ッ
ク
ス
『
足
跡
『
た
か
ま
つ
『
労
働
芸
術
『
高
松
文
学
『
蟻
塚
『
前

』
』

』
』

』
』

進
『
う
っ
ぷ
ん
『
稚
拙
『
地
下
戦
線
『
高
松
文
学
『
炭
鉱
長
屋
『
月
刊
た
か

』
』

』
』

』
』

ま
つ
『
文
芸
誌
た
か
ま
つ
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
今
回
、
論
者
が
目
を
通

』
』

、「
」「

」「
」「

」（
、

す
こ
と
が
で
き
た
の
は

労
働
藝
術

蟻
塚

地
下
戦
線

高
松
文
学

二
号

三
号
「
炭
鉱
長
屋
「
月
刊
た
か
ま
つ
（
一
―
二
号
、
四
―
八
号
「
文
芸
誌
た
か

）
」

」
）

ま
つ
（
十
―
十
一
号
）
で
あ
る
。
な
お
「
月
刊
た
か
ま
つ
」
と
「
文
芸
誌
た
か
ま

」
、

つ
」
の
号
数
は
通
し
番
号
で
あ
る
。

「
新
日
文
双
書
」
は
全
九
巻
で
、
一
九
七
三
年
に
関
根
弘
『
夢
の
落
ち
た
場
所
、
』

3林
健
『
境
界
に
て
、
藤
森
司
郎
『
鉄
道
員
、
神
田
貞
三
『
ゾ
ー
ッ
と
す
る
話
、
深

』
』

』

田
俊
祐
志
布
志
湾

七
四
年
に
篠
原
貞
治
武
器
の
な
い
砦

は
ら
て
つ
し
競

『
』
、

『
』
、

『

合
脱
線
、
橋
本
雄
介
『
大
製
鉄
所
、
山
崎
喜
与
志
『
炭
坑
夫
』
が
刊
行
さ
れ
て
い

』
』

る
「
新
日
本
文
学
」
三
三
五
号
（
一
九
七
五
年
七
月
、
三
三
六
号
（
同
年
八
月
）

。
）

な
ど
で
「
労
働
者
階
級
作
家
の
手
に
な
る
自
由
と
解
放
の
文
学
つ
い
に
完
成
」
と
広

告
さ
れ
て
い
る
。

後
に
「
母
」
と
改
題
さ
れ
『
炭
坑
夫
』
に
所
収
。

、

4

、
。

、「
」

＊
本
稿
に
お
け
る
山
崎
喜
与
志
作
品
の
引
用
は
初
出
に
拠
っ
た
但
し

い
の
ち

に
つ
い
て
は
単
行
本
に
拠
っ
た
。

【
付
記
】

、
。

資
料
の
収
集
に
つ
い
て
は
坂
口
博
氏
水
巻
町
歴
史
資
料
館
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

こ
こ
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
今
回
手
に
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
資
料
に
関
し

て
は
、
ご
教
授
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社

会
文
化
学
府
修
士
課
程
一
年
）
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